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Providing multiple-paired cables

裸線からケーブルへ� 故障発生を少なくするためのケーブル作り� 故障発生を少なくするためのケーブルづくり�

紙絶縁に比べ耐電性、非吸収、漏話特性、着色などに優れるが、ＰＥ絶縁に比べ、絶縁抵抗、誘電率で劣る�

ＰＥに空気を含ませて発砲形としたもので、紙絶縁と同等の実効誘電率を持つため、PＥ絶縁より被覆を薄くできる�

心線被覆の色により心線識別を可能とし、建設・保守・運用の効率化に寄与�
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代表的ケーブル等�

第二次世界大戦の影響に�
よる、一時的な鉛資源不足�

第二次5カ年計画すぐ付く�
電話、すぐつながる電話�

都市の高度化の進展などに�
より地下配線方式の見通し�

ＰＥの国産化計画などに�
よるコストダウンの見通し�

紙（1897）�
価格、誘導率、耐熱性がよいが、吸湿しやすく心線間の幾何学的関係�
位置を正しく保つことができず、十分な電気的特性が得られない�

ゴム（1893）�
ＰＥ（1951）�

ＰＶＣ（1952）�

ＰＶＣ（1952）�

ＰＥＦ（1953）�

ＰＥ（1961）�

紙鉛被技術の成熟�

鉛（1897）�
機械的強度が不足、振動等による亀裂、電食、化学腐食、重量が大きい�
などの欠点はあるが、長年唯一の外被材料として使用�

ＥＳケーブル（1961）高圧送電線等からの電磁誘導対�
策用、ケーブル心上を波付アルミシース・�
内部ＰＥシース・電磁軟鉄テープ・外部ＰＥシースで被覆�

ジェリー充填（1968）ケーブル内に水が�
進入しても心線間を水が通りにくく�
なるよう、防水性混和物を充填�

アルペス構造：コア集合上にゴムテープを縦添えし、�
コルゲート付アルミテープで覆い、防水用粘着性�
混和物を塗布後、黒色ＰＥ外被�

ＣＳケーブル（1969）銃弾および�
鳥虫害対策のための外部PRの内側に�
波付き金属管で心線を保護�

SZ拠り　心線の撚り�
方向を反転させることで�
心線の余長を含ませる�

ＳＳケーブル（1958）プラスチックケーブルの軽量�
を生かし、細径の吊線と一体化し、作業性を向上�

HSケーブル（1986）ＣＳを鳥虫害に限定、ＰＥの�
外被の内側にステンレステープを張り付けている�

ＬＡＰケーブル（1968）ラミネートテープを縦添えし、外被用ＰＥを�
被覆。アルペス構造より機械的強度、透湿の防止などに優れる�

電力線などからの電磁誘導遮蔽構造の改良�

透湿性、化学腐食、耐電性、�
温度特性などでＰＥに劣るが、�
ＰＥより安価で難燃性を有す�

銃弾、鳥虫害対策のための機械的強度の確保�

心線のカラーコード化（1963）�
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絶縁材料として種々の特性に優れているが、誘電率は紙より高いため、�
紙絶縁と同一の静電容量を得るためには被覆が厚くなる�
�

透湿性、化学腐食、耐電性、温度特性などでＰＶＣより優れている�


